
平成３０年度津商工会議所経営発達支援計画成果検証シート 

 評価・検証者 資格氏名 （資格） 中小企業診断士 （氏名）  井上 俊一 

■評価対象期間 平成３０年 ４月 １日～ 平成３１年 ３月３１日（１２ヶ月間） 

■評価項目 
 ◎数値項目  

 
 

実施状況 

成果検証 
項   目 

本年度 

目標値(Ａ) 

4～9月期 

実績値 

10～3月期 

実績値 

年間 

計(Ｂ) 

達成率 

(B)/(A) 

経営計画指導延べ件数（カルテ） ３６０ ２１０ ３６１ ５７１ １５９% ○ 

経営計画支援事業者数 １２０ ７４     ５７ １３１ １０９% ○ 

①経営向上計画作成支援事業者数 ３０ ７ ２３ ３０ １００% ○ 

うち認定数 １５ ４ １１ １５ １００% ○ 

②経営革新計画支援事業者数 ５ １ １ ２ ４０% × 

うち承認数 ２ ２ １  ３ １５０% ○ 

③創業計画策定支援人数 ２０ ２ １２ １４ ７０% △ 

うち創業数 ５ ３ ３ ６ １２０% ○ 

④持続化補助金支援事業者数 ３０ ３２ ０ ３２ １０７% ○ 

うち採択数 １５ ２２ ０ ２２ １４７% ○ 

⑤経営分析実施事業者数 ３５ ２７ １８ ４５ １２９% ○ 

⑥その他事業計画支援数 設定なし ５ ３ ８ － － 

⑦経営発達支援融資制度斡旋件数 ２  ０ ０  ０ ０% × 

 ◎事業項目 
 

実施状況 
Ⅰ経営状況の分析に関すること 
・経営分析シートを活用した支援を２件実施し、三重県版経営向上計画ステップ３や経営革新計画の事業計画策定につ

なげた。 
・金融相談等の案件については、中小機構の経営自己診断システムにより、４３件の財務分析を実施し、小規模事業者

の課題把握に努めた。 
Ⅱ事業計画策定・実施支援に関すること 
・巡回・窓口において事業計画に策定の必要性や作成に関する相談、計画のブラッシュアップ等の指導を年間延べ５７

１件行った。 
・経営計画作成支援個別相談会を開催し、延べ６名が参加した。 
・三重県版経営向上計画作成支援を３０件行い、三重県版経営向上計画ステップ１を９件、ステップ２を５件、ステッ

プ３を１件の認定につなげた。 
・小規模事業者持続化補助金の申請に係る事業計画策定支援を３２件行い、内２２件が採択（採択率６８．８％）され

た。（全国の採択率６４．９％） 
・津市、津市商工会、津北商工会、日本政策金融公庫津支店、三重県信用保証協会の共催で、「つ創業塾２０１８」を開

催（４日間×６時間）し１７名が受講。受講者や窓口創業相談者を含め１４名に対して創業計画作成支援をおこなった。

昨年度から創業計画作成支援をおこなった者を含め６名の創業を確認した。 
Ⅲ市場調査支援・経済動向の把握に関すること 
・地域の経済動向を把握するため、年２回（１～６月期、７～１２月期）景況調査を計画し、「津市の景況」を取りま

とめた。また、小規模事業者のみを抽出し、県内１２商工会議所のデータを集計した結果を「三重の景況」としてプ

レス発表し５紙が記事として取り上げた。 
Ⅳ新たな需要の開拓に寄与する事業の実施 
・津商工会議所ビジネス交流会は、平成３０年１２月に開催し、３４事業所５０名の参加（内小規模事業者１６事業所

１７名）が参加し、マッチングした事業者が１件（小規模事業者）であった。 
・販路開拓に関する専門家派遣を７事業所に対して延べ１７回実施した。 
・津商工会議所ＨＰにより支援事例の情報発信は、新たに３件の支援事例を加え延べ３６件となった。 
・商取引支援サイト「ザ・ビジネスモール」は、新規登録企業２件を加え８２社の企業情報登録となった。 
・事業計画策定支援先１事業所が、津まつり YEG祭の情報提供により出店した。 
・企業の情報発信については、１４事業者を会報誌に掲載し、販売促進につながる情報は、ホームページに１１件掲載

した。 
・ふれあいフェスタを開催し、９９企業（内小規模57企業）が津の名物や地域の物産等の販売を始め、会員企業による

自社製品や商品の展示、ＰＲ等を行い１万人が来場するなど販路の拡大につなげた。 



■評価コメント 
当会議所が企画した本経営発達支援事業は、平成２７年７月に認定・開始され、約４年が経過し、計画目標値も高くなってきています

が、当会議所が平成１９年度から実施してきた「伴走型の経営支援」の考え方が深く浸透してきており、三重県の「中小企業・小規模企

業振興条例」施行への対応とも相まって、今日まで総じて順調に推移してきているものと思われます。 

 

＜数値項目＞ 
 平成３０年全期における達成状況を年間計画比でみると、「経営計画指導延べ件数（カルテ）」が１５９％、「経営計画支援事業者数」

が１０９％となっており、順調に推移しているものと判断されます。特に「経営計画指導延べ件数（カルテ）」は下半期中の実績が顕著

で、大幅な達成超過となりました。 
また、「経営計画支援事業者数」の内訳をみると、目標が達成された項目では、「⑤経営分析実施事業者数」が１２９％と際立ってお

り、「④持続化補助金支援事業者数」が１０７％（「うち採択数」では１４７％）、「①経営向上計画作成支援事業者数が１００％（う

ち「認定数」でも１００％）となっています。 

一方、目標未達の項目としては、「③創業計画策定支援人数」が７０％、「②経営革新計画支援事業者数」が４０％でしたが、「うち

創業数では１２０％」、「うち経営革新計画承認数」では１５０％となっており、両方ともまずまずの成果があったといえます。 

しかし、⑦「経営発達支援融資制度斡旋件数」は今年度も０％となっています。本件は、計画実施当初から苦戦しており、平成 29年

度に1件取組みがあったのみです。これは、マル経融資を含む他の融資斡旋との条件比較で商品そのものの優位性が見出しにくいことに

もその一因があるようです。 

目標値設定はありませんが、その他事業計画支援数も８件ありました。 

 

＜事業項目＞ 
Ⅰ経営状況の分析に関すること 
 当商工会議所独自の様式である「経営分析シート」を活用した支援を２件実施し、三重県版経営向上計画や小規模事業者持続化補助金

の事業計画策定に繋げました。また、中小機構の「経営自己診断システム」を活用した支援も４３件を実施し、小規模事業者の経営課題

把握に努力されています。 
これを利用することは、経営指導員の「企業を見る目を向上させる」ことにも繋がり、その後の指導の原点になるものと思われますの

で、さらなる活用件数の増加に努めて下さい。 
 
Ⅱ事業計画策定・実施支援に関すること 
 経営計画指導が年間延べ５７１件（昨年度は３７２件）に達していることは、特筆すべきことで、経営指導員の皆様のご努力の賜物で

す。またそのことが経営計画支援事業者数１３１件（昨年度は１６７件）の成果にも繋がっているものと思われます。さらに、経営計画

作成支援個別相談会を開催し、延べ６名が参加した。 
これらのことが三重県版経営向上計画作成支援の３０件に繋がり、三重県版経営向上計画のステップ１を９件、ステップ２を５件、ス

テップ３を１件の認定にも繋がっています。 
今後とも、セミナー・個別相談会の計画的実施を通じて、中小零細企業者の啓発に努めてください。なお、経営革新計画支援事業者数

が２件とやや低調でしたが、採択数は３件あったのは評価できます。三重県版経営向上計画や経営革新計画の作成支援は、経営発達計画

が目指す伴走型支援に繋がるものであり、今後とも強力に推進して下さい。 
小規模事業者持続化補助金申請支援数は３２件（昨年度は３３件）、採択は２２件（昨年度は１３件）で、採択率は６８．８％（昨年

度は３９．４％）は、全国平均の６４．９％を上回っています。 
創業者支援に関しては、セミナー受講者や窓口創業相談者を含め１４名に創業計画作成指導を行い、昨年度からの引き続きの者を含め、

６名の創業を確認しています。全国的にも後継者不在・廃業等で事業所数の減少傾向が続くなか、創業者支援の必要性が高まってきてお

り、今後のさらなる取り組みに期待します。 
 
Ⅲ市場調査支援・経済動向の把握に関すること 
 「津市の景況」、「三重の景況」の調査は、他の機関ができることではないので、今後も独自調査として継続して行って下さい。 
これに加え、今後は、津市の商工業者の視点から関心の高い問題を、独自の視点から取り上げて調査されてはいかがでしょうか。 
 

Ⅳ新たな需要の開拓に寄与する事業の実施 
 ①「津商工会議所ビジネス交流会」は３４事業所５０名の参加で、マッチングした事業者が１件あったこと、②販路開拓支援に関する

専門家派遣を７事業所に対して延べ１７回実施したこと、③津商工会議所ＨＰ支援事例による情報発信は新たに３件を加え３６件となっ

たこと、④商取引支援サイト「ザ・ビジネスモール」は新規登録２件を加え延べ８２社となったこと、⑤津まつりの YEG祭へは事業計
画先１事業者が出店したこと、⑥１４事業者を会報誌に掲載したこと、⑦「ふれあいフェスタ」を開催し９９企業が参加、津の名物や地

域の物産をＰＲしたこと、等々は、自らの情報発信に手段とノウハウを持たない中小・零細事業者にとっては「渡りに船」の事業であり、

今後とも中小・零細事業者の販路開拓ニーズに寄りそった事業展開を期待します。 
以上 

※成果検証は〇・△・×のいずれかを記入の上、評価コメント欄に評価理由等を記述して下さい。なお、成果検証の記号標記は、「○」

は目標達成の半数は達成しており、目標達成率が５０％以上の場合、「△」は、目標達成の半数は達成していないものの目標達成率が２

５％以上の場合、「×」は目標達成率２５％未満の場合をさしています。 


